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令和 4 年度 若手研究者活動支援制度 助成対象研究者 決定
　国際エメックスセンターは調査・研究事業の強化を図るた
めの取り組みの一環として、令和２年度より若手研究者活動
支援制度を設置し、閉鎖性海域の環境保全に資する研究に取
り組む優れた若手研究者の支援をしています。
　３年目となる今年度は、４月１日から５月９日まで助成対
象研究者を募集したところ 13 件の申請があり、７月８日に
開催した当センター研究員会議において厳正な選考を行った

結果、昨年度からの継続者４名を含む７名が助成対象研究者
として決定しました。
　令和５年５月に公開成果発表会を開催し、研究成果を報告
していただく予定としています。詳細が決定しましたら、当
センターウェブサイトにてご案内いたします。
（参考）�令和４年度若手研究者活動支援助成金募集要領等　　

https://www.emecs.or.jp/topics/item823　　

エメックス研究員会議による選考 研究実施計画ヒアリング

【令和 4年度助成対象者】
研究者名 所　　　　　属 研　究　課　題　名

小森田　智　大 熊本県立大学環境共生学部
有明海に面する緑川河口干潟におけるアサリ資源回復に向け
た統合的研究

中　谷　祐　介
大阪大学大学院工学研究科
地球総合工学専攻

栄養塩類の増加措置による特定・沖合・隣接海域への好悪影
響の解析

藤　林　　　恵 九州大学大学院工学研究院
陸域から供給されるケイ素の歴史的変遷と干潟生態系の群集
構造に与える影響

中　國　正　寿 香川大学農学部
季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間における必須脂肪酸組成の
関係性

岡　村　知　海
水産研究・教育機構水産技術研究所
廿日市拠点

二枚貝浮遊幼生の餌である微小珪藻類の我が国沿岸域におけ
る分布と増殖特性に関する研究

板　倉　　　光 東京大学大気海洋研究所
有明海における遡河回遊魚エツの産卵・回遊生態の解明と保
全に関する総合的研究

伊佐田　智　規
北海道大学
北方生物圏フィールド科学センター

北海道厚岸湖のアマモ場における透明細胞外重合物質粒子
（TEPs）の変動要因の解明
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有明海に面する緑川河口干潟におけるアサリ資源回復に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向けた統合的研究
	 熊本県立大学　環境共生学部環境共生学科環境資源学専攻

	 � 准教授　小森田　智　大

栄養塩類の増加措置による特定・沖合・隣接海域への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好悪影響の解析
	 　　　　　大阪大学大学院　工学研究科　地球総合工学専攻

	 � 准教授　中　谷　祐　介 

　私の主なフィールドである有明海には日本最大級の砂質
干潟がありますが、周知の通り漁獲対象のアサリやハマグ
リの漁獲量は軒並み低水準のままです。資源量回復に向け
た方法の 1つとして、粒径の粗い砂を干潟に散布する覆砂
が全国的に実施されています。覆砂を効果的に運用するた
めには、「どこに撒けば良いのか？」という疑問に答える
必要があります。そこで私は網袋というナイロン袋に砂利
を入れた網袋という技術に着目しました。この技術は、安
価に実施できる上に、覆砂と同様にアサリの稚貝の着底を
促進する効果があります。昨年度の本助成金の成果より、
「網袋の適地選定には資源量調査でアサリの密度が高い場
所が有効である」という知見を得ました。昨年度の実施時
に、網袋の外側だけでアサリの生息密度が低下し、内側で
は高水準のままでした。このことから、捕食や潮汐による
流出など、網袋で緩和される要因がアサリの主な減少要因
であると考えられます。そこで、令和４年度では覆砂した
後のモニタリングを想定し、アサリの減少要因の解明を目
指します。具体的にはエイ類による捕食量と潮汐・波浪に
よる流出量の定量を目指します。

　大阪大学の土木工学系の研究室に所属しており、湖沼・
河川・流域・沿岸域を対象に、水環境に関する研究に従
事しています（https://researchmap.jp/nakatani_civil_
osaka）。2022 年度は「栄養塩類の増加措置による特定・
沖合・隣接海域への好悪影響の解析」という研究課題に取
り組みます。瀬戸内海では、ノリの色落ち被害が生じるな
どの貧栄養化が近年指摘されており、生物の生産性・多様
性の確保に支障が生じる可能性も危惧されています。こう
した問題を踏まえ、2021 年には地域ごとのニーズに応じ
て特定海域への栄養塩類の増加措置を可能とする「栄養塩
類管理制度」が創設されました。しかし、栄養塩類の増加
措置に対する沿岸生態系の応答性は複雑であり、解明され
ていない点も多く残されています。本研究では、瀬戸内海
東部を対象に三次元流動水質シミュレーションを行い、栄

養塩類の増加措置による海域環境への影響について解析し
ます。栄養塩類の増加措置は、水産資源の確保に直接寄与
するのか？周辺海域の環境保全との調和・両立は実現可能
か？こうした問いに対して、最先端の数値モデルとスー
パーコンピュータを駆使した研究に取り組みます。

 令和４年度助成対象研究者のご紹介令和４年度助成対象研究者のご紹介 若手研究者活動支援制度の助成対象となった
７名の方々をご紹介します。
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陸域から供給されるケイ素の歴史的変遷と
　　　　　　　　　　　干潟生態系の群集構造に与える影響
	 　　　　　　　　　　九州大学 大学院工学研究院　　

� 助　教　藤　林 　　  恵

季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間における
　　　　　　　　　　　　　　　　　必須脂肪酸組成の関係性
	 　　　　　　　   　　 香川大学 農学部　

	 � 博士研究員　中　國　正　寿 

　昨年度に引き続き、令和 4年度若手研究者活動支援制度
に採択いただき、大変うれしく思っております。本研究で
は高度不飽和脂肪酸であるエイコサペンタエン酸（EPA）
の生産者としての役割を有する珪藻にとって不可欠な栄養
素である溶存態ケイ素（DSi）の動態に注目しています。
昨年度は、福岡県を流れる瑞梅寺川を対象として、DSi の
動態を調べました。その結果、上流域にあるダムによって
河川水中の約 10％の DSi が取り除かれていること等が明
らかになりました（図１）。また、河口域の今津干潟で採
取したコアサンプルからは、ダムの運用開始後に、今津干
潟に対するDSi 供給量が減少したことを示す兆候が得ら
れました（図２）。二年目の本研究課題では、昨年度同様、
瑞梅寺川流域を調査対象地として、DSi の収支を定量的に
評価することを目標としています。その際に、昨年度は考
慮に入れることができなかった、流域の水田や河道内の付
着珪藻による影響も考慮します。また、今津干潟に対する
DSi 負荷量の変動が、今津干潟の底生付着珪藻の生産量に
与える影響についても検討します。将来的にはDSi の負
荷量を管理することで珪藻の生産を高め、EPAの安定的
な供給につなげたいと考えています。

　この度は、EMECS 令和４年度若手研究者活動支援制度
助成金に採用を頂き大変にありがとうございます。現在、
私は、香川大学農学部にて博士研究員として、播磨灘を中
心に瀬戸内海の物質循環の研究に取り組んでおります。本
研究テーマは、「季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間におけ
る必須脂肪酸組成の関係性」です。牡蠣を含む海洋の生物
は、EPAやDHAなどの必須脂肪酸を豊富に持っています。
必須脂肪酸は、魚類の生育に必要不可欠な栄養素で、魚類
の成長率をよくすることが知られています。牡蠣は、ろ過
によって微細藻類を捕食するため、微細藻類によって、牡

蠣中の脂肪酸組成は、変化すると期待されます。実際に、
脂肪酸組成の異なる餌を変えて牡蠣の飼育を行った先行研
究では、餌の脂肪酸組成に牡蠣の脂肪酸組成が応答を見せ、
必須脂肪酸の含有率が高い餌では成長率がよくなることが
報告されています。しかしながら、現場環境下での牡蠣と
その餌の微細藻類の脂肪酸組成の関係性に関する知見は限
られています。そこで、本研究では、現場観測から、どれ
くらいの量の微細藻類が、どのような脂肪酸を持ち、それ
がどのように牡蠣に引き継がれているのかを明らかとする
ことを目的とします。

図 1　瑞梅寺川流域におけるDSi の動態

図２　今津干潟で採取したコアサンプル中のBSi 鉛分布
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二枚貝浮遊幼生の餌である微小珪藻類の
　　　　　我が国沿岸域における分布と増殖特性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　水産研究・教育機構水産技術研究所廿日市拠点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究員　岡　村　知　海　

有明海における遡河回遊魚エツの産卵・回遊生態の解明と
　　　　　　　　　　　　　　　　保全に関する総合的研究

　
　　　　	 　　　　　　　　　　　東京大学　大気海洋研究所

	 � 助　教　板　倉　　　光 

　ろ過食者である二枚貝類は水産生物としてだけでなく、
健全な沿岸環境を維持するためには必要不可欠な存在です
が、瀬戸内海では長期的に減少しています。その要因の一
つとして餌料環境の変化が指摘されていますが、知見は十
分ではありません。我々の先行研究で、10µm 以下の珪藻
類（微小珪藻類） がマガキ浮遊幼生の餌として重要である
ことが明らかとなり、二枚貝類の生産には浮遊幼生期の餌
料環境が極めて重要であることが示唆されました。しかし、
瀬戸内海では二枚貝の浮遊幼生の餌料環境に関する情報が
不足しており、現
在本海域が二枚貝
類の生産に好適か
否か不明です。本
研究では、瀬戸内
海広域で微小珪藻
類の生物量等を調
査し、微小珪藻類

が豊富な海域とその特徴の把握を試みます。また、我々の
先行研究で 10µm 以上の珪藻類 （中型珪藻類） が大量発生
した後に微小珪藻類が大量発生する現象を捉え、微小珪藻
類が中型珪藻類由来の有機物を利用して増殖する可能性が
考えられました。本研究ではこの仮説を高頻度観測や室内
試験で検証し、微小珪藻類の大量発生機構の解明に挑戦し
ます。得られる成果は、二枚貝資源の持続的な利用と健全
な沿岸環境の維持に貢献できると考えています。

　私は、2014 年に東京大学大学院新領域創成科学研究科で
博士号を取得後、神戸大学大学院理学研究科や米国メリー
ランド大学環境科学センターチェサピーク生物学研究所で
の勤務を経て、2021 年 12 月より東京大学大気海洋研究所
に所属しております。環境変動に対する水産資源の応答機
構の理解を研究テーマとし、特に魚類の多様な回遊型や生
活史特性が環境変動下においてどのように個体群維持に寄
与するのかに興味を持って日々の研究を進めています。
　本研究課題では、有明海に生息
する遡河回遊魚エツをモデルと
し、その産卵・回遊生態の理解を
通して、東アジアの閉鎖性海域の
環境や本種資源の保全に貢献する
ことを最終目標とした研究を行い
ます。東アジアに広く分布するエ
ツ属魚類は、閉鎖性海域、特に高

濁度域に強く依存し、海と川間を回遊するため、高濁度域
の健全性や川と閉鎖性海域間の接続性を示す良い指標種に
なり得ると考えています。私は、耳石安定同位体比や環境
DNA分析を用いて、エツの産卵河川、仔稚魚期の成育場
ならびに回遊パターン、成長に伴う海での空間分布と生息
環境を推定し、エツが指標する環境特性を生活史に沿って
明らかにしていきます。
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北海道厚岸湖のアマモ場における
　　　　透明細胞外重合物質粒子（TEPs）の変動要因の解明
� 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター厚岸臨海実験所　　

� 准教授　伊佐田　智　規

　私の調査域である北海道東部の厚岸湖は、亜寒帯閉鎖性
海域の汽水湖で、ほぼ全域にアマモが繁茂しています。陸
域後背地にはラムサール条約登録湿地かつ国定公園で国内
2位の湿地面積を誇る別寒辺牛湿原が広がり、厚岸湾には
沿岸親潮が流入するなど、豊かな生態系が広がっています。
カキやアサリの養殖も盛んです。
　沿岸浅海域におけるアマモ場などの光合成により海中に
吸収・貯蔵される炭素「ブルーカーボン」は、気候変動を
緩和する機能として重要な役割を果たしています。本研究
では、このアマモ場で透明細胞外重合物質粒子（TEPs）
と呼ばれるネバネバ物質が、どんな時にどれくらい生成さ
れるのかの解明を目指します。TEPs は粘性が高く、水中
の粒状有機物を凝集させる接着剤として機能します。マリ
ンスノーとなり沈み、海の中に炭素を閉じこめる役割を果
たしています。しかし、アマモ場のTEPs 動態はほとんど
明らかにされていません。アマモの地下茎や葉などの海底
への堆積が、有機炭素の埋没・貯蔵過程の主要経路ですが、
TEPs による炭素貯蔵経路を明らかにし、アマモ場の炭素
循環過程の正確な理解を通して、ブルーカーボン生態系の
保全へ貢献することを目指します。

　令和３年度 若手研究者活動支援制度の公開成果発表会
を令和４年５月 18 日に三宮研修センターにて会場及びオ
ンライン参加によるハイブリッド形式で開催しました。
　令和３年度助成対象者 6名が、募集テーマ「豊かな沿岸
海域生態系のあるべき姿を明確にする」をもとにした有明
海、瀬戸内海、東京湾など様々な海域における研究の成果
を報告し、国際エメックスセンター指導員や参加者との間
で活発な質疑応答が行われました。令和３年度助成対象者
の研究内容は当センターウェブサイトをご覧ください。
　https://www.emecs.or.jp/topics/edu2021

　国際エメックスセンターが非政府パートナーとして
提携している東アジア海域環境管理パートナーシップ
（PEMSEA、事務局：フィリピン・マニラ）のパートナー
シップ年次会合（令和４年７月 27 日、28 日の２日間。オ
ンライン開催）に参加しました。
　本会合では主に東アジア海域の持続可能な開発戦略実施
計画（以下「SDS-SEA IP」と表記）について、関連する政策、
プログラム、プロジェクトや、地域や国、地方レベルで同
計画実施の促進に役立つ協力可能な分野について議論され

ました。日本、中国、フィリピン、韓国等の政府パートナー
から SDS-SEA IP について提言が行われた他、各非政府
パートナーからもコメント等がありました。
　当センターは本年８月 26 日開催の高校海洋環境保全研
究発表会について紹介し、将来の若手研究者の育成を図る
ことにより、SDS-SEA IP や今後の東アジア海域環境保全
に寄与していきたい旨を発言しました。なお、本ニュース
レター８ページに同研究発表会開催報告を掲載しています
ので、ご覧ください。

発表会会場の様子

東アジア海域環境管理パートナーシップ（PEMSEA）年次会合　参加報告

令和 3 年度 若手研究者活動支援制度公開成果発表会　開催報告
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国際エメックスセンター理事　柳 哲雄先生がご逝去されました
　国際エメックスセンター理事および科学・政策委員を務
められ、また、当センター特別研究員として平成 26 年度
から 30 年度にかけて環境研究総合推進費 S-13「持続可能
な沿岸海域実現を目指した沿岸海域管理手法の開発」の研
究代表者を務められた柳 哲雄先生（九州大学名誉教授）が、

令和４年７月２日にご逝去されました。
　柳先生には当センターの事業や研究活動だけではなく、
国内外の沿岸海洋研究に多大なるご尽力をいただきまし
た。ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　国際エメックスセンターの理事や科学政策委員会委員を
長年務め、内外での国際エメックスセンターの活動を中心
的に牽引してこられた柳哲雄先生（九州大学名誉教授、写
真１）は、誠に残念なことですが、2022 年７月２日に急
逝されました。また、柳先生は、国際エメックスセンター
とも関係の深いNPO瀬戸内海研究会議の理事長やNPO
里海づくり研究会議の副理事長も務めるなど、様々な組織
やグループでも指
導力を発揮されて
おりました。享年
74 歳。直前まで、
お元気に各方面で
ご活躍中であった
だけに、全く予期
できない突然の悲
報でした。国際エ
メックスセンター
理事会として、こ
こに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
国際エメックスセンターでのご活躍
　柳先生は沿岸海洋学の泰斗であり、その業績と各方面
へのご貢献には目を見張るものがありますが、こと国際
エメックスセンター（以下「EMECS」と表記）の活動
に関しても、非常に多彩な活躍をされてきました。中で
も、次の２点は、特に顕著なご功績として、高く評価さ
れると思います。一つは、最初に里海（Satoumi）という
言葉と概念を提
唱し、Satoumi の
考え方や理念を、
EMECS 活動を通
じて世界に広めた
ことです。もう一
つは、EMECS が
初めて取り組んだ
大型の総合的研究
プロジェクトであ
る環境研究総合推
進費による「持続

可能な沿岸海域実現を目指した沿岸海域管理手法の開発」
（略称 S-13）の研究代表者として、このプロジェクトを終
始牽引し推進したことです（写真２）。

　柳先生の EMECS 活動を通じての Satoumi の国際展開
は、2006年にフランスのカーンで開催されたEMECS７（第
７回世界閉鎖性海域環境保全会議）に始まります。この会
議のNew Concept に関するセッションで、柳先生が里海
の概念を発表し、つづいて私が里海づくりの実践計画など
を提案しました。他に里海づくりの実践例も報告されまし
たので、最終日の総括討論では、Satoumi の考え方が総括
者のオザーン教授からも高く評価され、その後の展開につ
ながりました。今日でも、Satoumi の展開は EMECS 活動
の重要なテーマとなっています。
　柳先生が、企画から成果のとりまとめまで顕著な
リーダーシップを発揮された S-13 プロジェクトは、
2014 ～ 2018 年度の５年間実施され、この間、柳先生
は EMECS 特別研究員として、センター内にプロジェ
クトのオフィスを構えておりました。このプロジェ
クトは、今後の沿岸海域利用・管理の在り方を検討�
し､“きれいで、豊かで、賑わいのある 持続可能な沿岸海
域”の実現を目指すもので、新たな成果をもたらすととも
に、センターが実施する研究のあり方に対しても大きなイ
ンパクトを与えたと思います。

人となりを偲ぶ　　
　私は、柳先生と 1970 年代の中頃から 45 年以上の交流が
ありました。ずいぶん長い間、様々な行動を共にしました
ので、とても全てを思い出すことはできませんが、この度
の急逝に当たり、改めて思い起こすことも少なくありませ
ん。出会いは広島大学の練習船「豊潮丸（とよしおまる）」
を利用した共同研究でした。私は、1971 年に広島大学に、
柳先生は 1975 年に愛媛大学に、それぞれ助手として赴任
しました。その頃、瀬戸内海は富栄養化による赤潮発生な
どが大きな問題で、「豊潮丸」は、広島大学、愛媛大学、
香川大学などによって調査・研究にも多用されていました。
　多くの「豊潮丸」航海の中で、特に印象深いものに、
1990 年代前半に行われた瀬戸内海全域の４季にわたる生
物資源と環境に関する研究航海がありました。１回の航海

写真１　 Satoumiのキャップがよく似合うあ
りし日の柳先生 （岡山県備前市日生にて）

写真 2　ロシア・サンクトペテルブルグで開
かれた EMECS11 で、S-13 プロジェクトの
成果を発表する柳先生

柳 哲雄先生の急逝を悼みご冥福を祈る
� 　（公財）国際エメックスセンター　副理事長（公財）国際エメックスセンター　副理事長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 松　田　　　治
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 № 45
で 11 － 12 日間かかり、これを春・夏・秋・冬と４回実施
しましたが、柳先生と私は全行程に乗船したと記憶してい
ます。冬の紀伊水道では、黒潮水系の温かい海水と冷やさ
れた瀬戸内海側の水塊がフロント（潮目）を形成し、温か
い黒潮系の海面からは、ボウボウと湯気が立ち上っていた
ことが、動画のような記憶としてよみがえります。
　研究航海では、忙しい反面、時には釣りをしたり、釣果
を肴に酒盛りが始まったりし、夜を徹して議論したことも
ありました。船での生活は、ある種の共同生活ですから、
回数や日数を重ねると、自然に「同じ釜の飯を食った」関
係が生まれてきます。
　国際 EMECS 会議や EMECS がメンバーとなっている
PEMSEA（東アジア海域環境管理パートナーシップ）の
会議などで、海外出張も良くご一緒しました。アトランダ
ムですが、例えば、2009 年にフィリピンのマニラで開か
れた、里海に関連した PEMSEAワークショップでは、議
論が白熱しました。この時は、私が議長でしたが、議長団
の柳先生、アン・マクドナルド先生、私を含む関係者の記
念写真を紹介します（写真３）。
　 E M E C S ９
（USA・ボルチモア、
2011年）の帰路の
航空便では、隣り
合わせの席となり、
長時間、諸々の話
をしたことも思い出
されます。
　Satoumiと ICM
（統合的沿岸管理）
に関するワーク
ショップのあった
PEMSEA の会議
（ベトナム・ダナン、2015 年）では、毎晩、海辺のレスト
ランで現地の魚介類を肴に関係者とともに談論風発を楽し
みました。
　そんな中で感じられる柳先生の人となりは、ちょっとシャ
イで、照れ屋で、茶目っ気もある、非常に愛嬌のあるお人
柄です。専門家としての柳先生のイメージには、一部に「厳
しい口調で批判をする辛口の先生」といったものもあるよ
うですが、身近に感じる印
象は随分違います。一見、
バンカラ風ながら、とても
繊細で、チャーミングな憎
めない人柄です。失礼なが
ら、ちょっと可愛いらしい
ところも感じられます。
　写真４は、お孫さんを抱
いて柔和な表情を見せる、
柳先生の珍しい姿です。柳
先生の専門家として以外の
ご活躍や交流を知るには、
九州大学退官後に著わされ
た「退職老人日記」（2020 年）

と「続・退職老人日記」（2022 年）をお薦めいたします。
実に率直な筆致で、往時の人柄が偲ばれます。

ご経歴など
　柳先生のご略歴は、1948 年山口県徳山市生まれ。京都
大学理学部卒業、愛媛大学工学部助手・講師・助教授・教
授を経て九州大学応用力学研究所教授。同研究所所長を経
て 2013 年に退官されました。学会では、日本海洋学会、
日仏海洋学会、海洋気象学会などで役員や編集委員を務め、
日本海洋学会、日仏海洋学会からは受賞もされています。
　著書は驚くほど多数ありますが、著書について詳述する
ことは本稿の趣旨ではありませんので、いくつかの例を略
記するにとどめます。潮汐・潮流の話（創風社出版、1989
年）、沿岸海洋学 （恒星社厚生閣、1991 年）、潮目の科学 
（恒星社厚生閣、1992 年）、瀬戸内海の生物資源と環境（恒
星社厚生閣、1996 年）、里海論（恒星社厚生閣、2006 年）、
瀬戸内海を里海に（恒星社厚生閣、2007 年）、里海学のす
すめ（勉誠出版、2018 年）などで、英文の書籍も少なく
ありません。

故人の遺志を活かす
　突然の訃報に接した時には、大変驚きましたが、正直に
言って現実を受け入れられないというか、実感が湧きませ
んでした。急逝の丁度１月前には、対面の会談をして飲食
を共に楽しみ、１週間前にはオンライン会議でもご一緒して
いたからでしょうか？　しかし、月日が経つにつれて「本当
に亡くなったんだ」という喪失感が膨らむと同時に、故人の
遺志を活かす道についても考えが及ぶようになりました。
　残された EMECS 関係者としては、傑出した故人の遺
志を継いでゆかなければなりません。その道筋はいろいろ
あるでしょうが、例えば、前記の Satoumi の国際展開を
さらに進め、理念や概念のみならず、里海づくりという実
践活動を通じて世界各地に豊かな海を実現してゆくこと
は、遺された大きなテーマといえます。
　また、前述の S-13 プロジェクトは日本で実施されまし
たが、その趣旨である､“きれいで、豊かで、賑わいのあ
る 持続可能な沿岸海域”の実現は、世界各地で望まれて
いることでもあります。この、S-13 で提起された方向性
についても、EMECS 活動を通じて地域特性を生かした国
際展開を進めなければなりません。
　関連して、2019 年に Elsevier 社から出版された大
部 な“COASTS AND ESTUARIES, THE FUTURE”
と い う 本 に は、 柳 先 生 と 共 著 で、Matsuda and 
Yanagi：”Restoration of Estuaries and Bays In Japan –
What’s Been Done So Far, and Future Perspectives”
を執筆しました。前半は私が中心になって里海づくりの
実践例などを紹介し、後半は柳先生が中心になって、S-13
の成果を骨子にした持続可能な沿岸海域の実現方法が示さ
れました。今となっては、これも柳先生の遺志となってし
まいましたが、残されたものとしては、今後の方向性の重
要な指針にしてゆきたいと考えております。

　最後に、故人の人となりを偲びながら、その遺志を活か
す決意を新たにして、ご冥福をお祈りする次第です。合掌。

写真３　フィリピン、マニラでの Satoumi 
ワークショップ終了後の記念写真
前列中央が柳先生、左隣がアン・マクドナル
ド先生で右隣りが筆者（松田）。記念写真の
撮影は予定されていなかったが、発表者らの、
「良いワークショップだったので記念写真を
撮ろう」という発案で撮られたもの。

写真４　お孫さんを抱いて柔和
な表情を見せる柳先生（ご子息
の柳雅之氏提供）
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　国際エメックスセンターの今年度新事業である「令和 4
年度 高校生海洋環境保全研究発表会」を 8月 26 日（金）
に神戸国際会館セミナーハウスにて開催しました。
　当センターが主催する世界閉鎖性海域環境保全会議（エ
メックス会議）では、高校生・大学生を対象とした青少年
環境教育交流セッションを開催し、青少年による海洋環境
保全に関する研究や活動を国内外に発信する取り組みを
行っていますが、次世代の閉鎖性海域の環境保全を担う人
材育成を一層推進するため、研究を行う高校生が専門家か

ら直接アドバイスを受けることができる機会として開催し
たものです。
　「瀬戸内海などの沿岸域またはその流域における環境に
関する調査・研究、保全活動等、閉鎖性海域の環境保全に
関するもの」を研究課題として 4月中旬から 6月中旬にか
けて募集したところ、北海道、東北、関西、中国、四国か
ら全 14 校の応募がありました。その後、発表指導委員に
よる厳正な書類選考の結果、11 校の参加が決定し、発表
会では 2会場に分かれて以下の研究発表が行われました。

　参加者アンケートで「発表指導委員からの指導内容が建設的で将来に役立つようなものばかりだった」「研究方法につい
て具体的な改善案をいただけた」「他校の発表を聞いて色々な視点を知ることができた」等の感想をいただくなど大変好評
だったため、来年度以降も開催していきたいと思います。

研究テーマ 学　校　名
海洋環境改善につながる護岸の森プロジェクト 北海道小樽水産高等学校
ネギボウズによる海洋汚染物質除去 愛媛県立松山南高等学校
松原海岸の生物調査 宮城県志津川高等学校
瀬戸内海に滞留する海洋プラスチックごみ 兵庫県立神戸商業高等学校
人工環境下におけるアマモの発芽条件について 岡山学芸館高等学校
尾道市向島沿岸部における干潟底生生物相の把握およびアサリの
母貝場形成に向けた調査研究 尾道高等学校

モクズガニの遡上から分かる広域河川生態系の重要性 愛媛県立今治西高等学校
マイクロプラスチックの現状調査と有効利用を考える 兵庫県立尼崎小田高等学校
広島湾に生息するウミウシ調査 山陽女学園高等部
化学肥料を起源とするマイクロプラスチックの調査 
－愛媛県松前町塩屋海岸の事例－ 愛媛県立伊予農業高等学校

アサリの持つ浄化能力 広島県立広島国泰寺高等学校

指導委員から助言を受ける北海道小樽水産高校 尾道高校による発表 全体総括

ご賛同いただけるみなさまのご協力、ご参加を心よりお待ちしています。また、みなさまのお近くの方にも是非、本会をご紹介ください。
　　《年会費》　　　　　　　　《特典》
　　団体会員　100,000 円	 	 ❶　当センターが主催または共催するシンポジウムセミナー等に優先的に参加することができます。
　　NGO団体　30,000 円	 	 ❷　当センターが有する最新の情報の提供を受けることができます。
　　個人会員　  10,000 円	 	 ❸　当センターが実施する調査研究プロジェクトの形成などに参加できます。

※入会を希望される方は、国際エメックスセンター事務局までお問い合わせください。
　投　　稿　　募　　集　　閉鎖性海域に関する研究や活動、会議、図書等の情報提供をお待ちしております。
　編集・発行及び連絡先　　公益財団法人 国際エメックスセンター
	 651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通 1丁目 5番 2号　人と防災未来センター東館 5F
	 　　　　　　TEL：078-252-0234　FAX：078-252-0404
	 　　　　　　HP：http://www.emecs.or.jp　　E-mall：secret@emecs.or.jp

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ

令和 4 年度 高校生海洋環境保全研究発表会 開催報告


